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グ
ン
タ
ー
は
締
め
切
り
大
堤
防
の
東
の
起
点
に
近
い
ボ
ル
ス

ヴ
ァ
ル
ト
に
行
く
為
、
ブ
レ
ー
メ
ン
か
ら
西
行
き
の
高
速
バ
ス

に
乗
り
、
国
境
を
越
え
た
ウ
ィ
ン
ス
ホ
ー
テ
ン
で
ロ
ー
カ
ル
バ

ス
に
乗
り
換
え
た
。

そ
れ
か
ら
フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
、
ド
ラ
ハ
テ
ン
、
ヘ
ー
レ
ン
フ

ェ
ー
ン
を
通
過
し
、
よ
う
や
く
ボ
ル
ス
ヴ
ァ
ル
ト
に
辿
り
着
い

た
頃
に
は
小
遣
い
も
底
を
尽
き
、
母
に
幾
ば
く
か
の
援
助
を
求

め
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

グ
ン
タ
ー
が
真
っ
直
ぐ
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
に
帰
ら
ず
、
ネ
ー

デ
ル
ラ
ン
ト
に
足
を
伸
ば
し
た
と
知
る
と
、
母
は
ず
い
ぶ
ん
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
た
が
、「
大
堤
防
を
見
る
だ
け
だ
。
三
日
後
に
は

必
ず
帰
る
か
ら
」
と
約
束
す
る
と
、
母
も
納
得
し
、「
ち
ゃ
ん
と

帰
っ
て
来
る
の
よ
。
お
父
さ
ん
も
深
く
反
省
し
て
お
ら
れ
る
か

ら
」
と
念
を
押
し
た
。

銀
行
に
五
〇
〇
ユ
ー
ロ
が
振
り
込
ま
れ
る
と
、
グ
ン
タ
ー
は

久
し
ぶ
り
に
レ
ス
ト
ラ
ン
で
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
、
ネ
ー
デ
ル

ラ
ン
ト
名
物
の
ス
ト
ロ
ー
プ
ワ
ッ
フ
ル
も
味
わ
っ
た
。
そ
の
日

19

は
レ
ー
ワ
ル
デ
ン
の
民
宿
で
ゆ
っ
く
り
身
体
を
休
め
、
次
の
朝

早
く
、
路
線
バ
ス
に
乗
っ
て
大
堤
防
に
向
か
っ
た
。

父
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
を
『
低

地
』
と
呼
び
、「
あ
ん
な

ニ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド

干
潟
み
た
い
な
土
地
は
、
こ
の
世
の
終
わ
り
が
来
た
ら
真
っ
先

に
海
に
沈
む
」「
北
海
と
ラ
イ
ン
河
に
挟
み
撃
ち
さ
れ
た
場
所
に

建
国
す
る
と
は
物
好
き
な
連
中
だ
」「
今
の
世
界
的
な
異
常
気
象

を
知
れ
ば
、
わ
た
し
な
ら
真
っ
先
に
あ
の
海
岸
線
か
ら
逃
げ
出

す
が
ね
」
と
懐
疑
的
だ
が
、
今
目
の
前
に
広
が
る
低

地
の
美

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

し
さ
は
ど
う
だ
ろ
う
。
ま
る
で
水
と
緑
が
溶
け
合
う
よ
う
に
輝

き
、
平
た
い
干
拓
地
が
果
て
し
な
く
広
が
っ
て
い
る
。
運
河
沿

い
に
は
絵
本
か
ら
抜
け
出
た
よ
う
な
切
り
妻
屋
根
の
家
が
建
ち

並
び
、
す
ぐ
側
で
白
黒
ぶ
ち
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
牛
が
の
ん
び
り

と
牧
草
を
食
ん
で
い
る
。
こ
の
美
し
い
国
土
が
何
世
紀
も
か
け

て
人
の
手
で
創
出
さ
れ
た
と
は
、
な
ん
と
い
う
奇
跡
だ
ろ
う
。

幾
度
と
な
く
水
に
沈
み
、
そ
の
都
度
、
立
ち
上
が
っ
て
き
た
。

や
が
て
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
の
向
こ
う
に
大
堤
防
が
見
え
て
く

る
と
、
グ
ン
タ
ー
は
そ
の
長
大
さ
に
目
を
見
張
っ
た
。

ア
フ
シ
ュ
ラ
イ
ト
ダ
イ
ク
（
締
め
切
り
大
堤
防
）
は
全
長
三

十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
海
抜
約
七
メ
ー
ト

ル
の
世
界
屈
指
の
大
堤
防
だ
。A

nno
D

om
ini

の
時
代
、
一
九

二
七
年
か
ら
一
九
三
二
年
に
か
け
て
ゾ
イ
デ
ル
内
海
と
北
海
を

仕
切
る
形
で
建
設
さ
れ
た
。

古
来
よ
り
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
は
高
潮
や
洪
水
に
苦
し
め
ら

れ
、
堤
防
や
運
河
の
建
設
が
国
家
的
事
業
と
し
て
推
し
進
め
ら

れ
て
き
た
。
わ
け
て
も
二
十
世
紀
初
め
に
実
施
さ
れ
た
ゾ
イ
デ
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ル
海
開
発
計
画
は
、
北
海
の
高
潮
か
ら
陸
地
を
守
り
、
干
拓
地

を
拡
張
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
一
大
事
業
で
知
ら
れ
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
建
設
さ
れ
た
ア
フ
シ
ュ
ラ
イ
ト
ダ
イ
ク
は
、

文
字
通
り
海
を
締
め
切
り
、
治
水
の
要
所
と
し
て
国
を
支
え
て

き
た
。
堤
防
上
面
に
は
片
側
二
車
線
の
快
適
な
自
動
車
道
路
が

敷
設
さ
れ
、
い
く
つ
も
の
河
口
に
分
断
さ
れ
た
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
の
沿
岸
を
一
つ
に
結
ぶ
主
要
交
通
路
の
役
割
も
果
た
し
て
い

る
。グ

ン
タ
ー
は
堤
防
中
央
の
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で
バ
ス
を
降

り
る
と
、
展
望
台
や
ス
チ
ー
ル
写
真
を
見
て
回
っ
た
。

20

沿
道
の
パ
ネ
ル
に
は
、
発
案
か
ら
完
成
に
至
る
ま
で
の
里
程

標
や
昔
の
水
害
の
様
子
、
人
力
で
一
つ
一
つ
石
を
積
み
上
げ
、

旧
式
の
ク
レ
ー
ン
や
作
業
船
で
土
砂
を
投
入
す
る
様
子
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。
ハ
イ
テ
ク
重
機
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
も
無
い
時
代
、

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
人
々
は
ど
う
の
よ
う
に
し
て
こ
の
巨
大
建

設
を
成
し
遂
げ
た
の
か
、
グ
ン
タ
ー
に
は
想
像
も
つ
か
な
い
。

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
脇
に
は
、
腰
を
か
が
め
、
両
手
で
石

を
積
む
工
夫
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
当
時
の
苦
労
を

偲
ば
せ
る
。
ま
た
展
望
台
の
入
り
口
に
は
、
石
と
棒
具
を
手
に

し
た
三
人
の
作
業
員
の
記
念
碑
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
沿
道
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
指
揮
し
た
コ
ル
ネ

リ
ス
・
レ
リ
ー
（C

ornelis
Lely

）
の
銅
像
が
建
立
さ
れ
、
海

に
向
か
う
英
雄
の
よ
う
に
今
も
祖
国
の
行
く
末
を
見
守
っ
て
い

る
。大

堤
防
の
歴
史
を
辿
る
う
ち
、「G

od
schiep

de
A

arde ,
m

aar
de

N
ederlanders

schiepen
N

ederland .

（
こ
の
世
界

は
神
が
創
り
給
う
た
が
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
人
が
造
っ
た
）」
と
い
う
諺
が
思
い
出
さ
れ
、
胸
が
熱
く
な
っ

た
。
た
と
え
一
人
一
人
の
名
は
歴
史
に
刻
ま
れ
な
く
て
も
、
そ

の
思
い
は
一
枚
岩
の
よ
う
に
祖
国
の
礎
と
な
り
、
現
在
を
支
え

い

ま

て
い
る
。
父
の
叱
責
に
怯
え
、
自
分
の
意
思
を
強
く
表
明
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
自
分
が
ち
っ
ぽ
け
に
感
じ
る
ほ
ど
だ
。

カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
に
戻
る
と
、
グ
ン
タ
ー
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン

ト
の
治
水
事
業
に
興
味
を
持
ち
、
書
物
や
記
録
映
画
を
通
し
て

知
識
を
深
め
た
。
高
校
卒
業
後
は
地
元
の
工
科
大
学
に
進
学
し
、

治
水
工
学
を
学
ん
だ
。

こ
こ
数
年
、
世
界
的
な
気
温
上
昇
や
異
常
気
象
に
よ
り
極
地

の
氷
床
崩
壊
や
海
面
上
昇
が
著
し
く
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
は
も

ち
ろ
ん
、
海
抜
の
低
い
島
国
や
、
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い

湾
岸
地
域
で
は
、
以
前
に
も
増
し
て
治
水
強
化
が
叫
ば
れ
て
い

る
。
そ
の
点
で
は
父
と
共
感
す
る
部
分
も
多
く
、
自
然
科
学
と

工
学
の
両
面
か
ら
議
論
も
弾
む
。
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将
来
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
行
く
意
志
を
固
め
る
と
、「
な
ぜ

ド
イ
ツ
人
の
お
前
が
低
地
の
堤
防
に
身
を
捧
げ
る
ん
だ
」
と
父

は
難
色
を
示
し
た
が
、「
大
き
な
志
を
持
て
と
言
っ
た
の
は
お
父

さ
ん
で
す
よ
」
と
今
度
は
引
き
下
が
ら
な
い
。
今
、
ネ
ー
デ
ル

ラ
ン
ト
で
進
め
ら
れ
て
い
る
『
第
二
次
デ
ル
タ
計
画
』
に
加
わ

り
た
い
願
い
も
あ
り
、
大
学
を
卒
業
す
る
と
ゼ
ー
ラ
ン
ト
州
の

治
水
局
に
職
を
得
て
、
フ
ェ
ー
レ
と
い
う
町
に
移
り
住
ん
だ
。

フ
ェ
ー
レ
は
全
長
三
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広
大
な
フ

ェ
ー
ル
川
の
河
口
に
あ
る
小
さ
な
港
町
だ
。

遠
く
フ
ラ
ン
ス
に
源
流
を
も
つ
フ
ェ
ー
ル
川
は
、
ベ
ル
ギ
ー

の
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
（
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
）
の
西
側
を
通
っ
て

ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
入
り
、
北
海
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
運
河

に
よ
っ
て
ラ
イ
ン
川
や
セ
ー
ヌ
川
と
も
繋
が
り
、
政
治
的
に
も

文
化
的
に
も
重
要
な
水
路
の
一
つ
だ
。

そ
れ
だ
け
に
、
ひ
と
度
川
が
氾
濫
す
れ
ば
、
海
面
よ
り
低
い

ゼ
ー
ラ
ン
ト
州
の
大
半
は
あ
っ
と
い
う
間
に
冠
水
し
、
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
す
。
特
に
河
口
周
辺
は
幾
度
と
な
く
大
洪
水
に

襲
わ
れ
、Luctor

et
E

m
ergo

（
わ
た
し
は
闘
い
、
水
底
か
ら

み
な
そ
こ

姿
を
現
す
）
が
州
の
標
語
に
な
っ
た
ほ
ど
だ
。

次
い
で
特
徴
的
な
の
が
、
フ
ェ
ー
ル
川
の
河
口
に
築
か
れ
た

締
切
堤
防
だ
。

西
暦
一
九
五
三
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
二
月
一
日
に
か
け
て
、

異
常
な
高
潮
と
暴
風
波
浪
に
よ
り
幾
多
の
堤
防
が
決
壊
、
ゼ
ー

ラ
ン
ト
州
沿
岸
部
を
中
心
に
、
二
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
が

冠
水
し
、
一
八
〇
〇
人
以
上
が
死
亡
も
し
く
は
行
方
不
明
、
数

十
万
人
が
家
屋
や
田
畑
を
失
う
大
惨
事
と
な
っ
た
。

こ
の
大
洪
水
の
教
訓
か
ら
、
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
政
府
は
国
家

的
な
治
水
事
業
『
デ
ル
タ
計
画
』
を
実
施
し
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
全
長
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
を
建
設
し
、
フ
ェ
ー
ル
川
と
北
海
を
仕
切
っ

た
。
堤
防
に
よ
っ
て
締
め
切
ら
れ
た
フ
ェ
ー
ル
川
は
平
均
幅
一

・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
細
長
い
塩
湖
と
な
り
、
ヨ
ッ
ト
、
ウ
ィ

ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
、
カ
ヌ
ー
な
ど
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ

カ
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
塩
湖
の
東
側
に
は
「
フ
ェ
ー
ル
ダ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
総

面
積
一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
干
拓
地
が
広
が
り
、
ゼ

ー
ラ
ン
ト
州
の
主
要
な
農
用
地
と
な
っ
て
い
る
。

フ
ェ
ー
ル
ダ
ム
は
元
々
、
熊
手
の
よ
う
な
フ
ェ
ー
ル
川
河
口

に
囲
ま
れ
た
中
州
で
、
非
常
に
脆
弱
な
土
地
だ
っ
た
が
、
数
世

紀
に
わ
た
る
干
拓
事
業
に
よ
っ
て
総
面
積
一
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
干
拓
地
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

干
拓
地
の
西
側
か
ら
南
に
か
け
て
は
フ
ェ
ー
ル
塩
湖
に
接
し
、


